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平成２４年度第８回教育研究評議会議事要旨

日 時 平成２４年１２月１２日（水）１３：３０～１４：１５

会 場 本部管理棟第１会議室

出席者 吉村学長（議長），熊田，西田，本橋，中田，四反田，小川，立花，伊藤，

齊藤，今野，川東，佐藤，志立，大友，神谷，加賀谷各評議員

欠席者 澤田，山本各評議員

陪 席 後藤理事，榎本，池村各副学長

監 事 渡部，小林各監事

議 事

１．平成２４年度第７回教育研究評議会議事要旨，平成２４年１１月３０日臨時教育研

究評議会議事要旨の確認

第７回教育研究評議会及び１１月３０日開催の臨時教育研究評議会の各議事要旨

が確認された。

２．審議事項

なし

３．連絡・報告事項

（１）平成２４年度「博士課程教育リーディングプログラム」審査結果について

学長から資料により，本学が申請し採択された学位プログラムについて，博士

課程教育リーディングプログラム委員会から採択理由及び留意事項の送付があっ

た旨の報告があった。

（２）学長手持ち人件費による教員の配置について

学長から資料により，国際資源学部設置準備室（仮称）に助教ポストを任期５

年（再任不可）として，平成２５年９月１日から配置する旨の報告があった。

（３）平成２４年度学内補正予算について

後藤理事から資料により，本年度の学内補正予算が決定したことの報告があっ

た。

（４）平成２５年度科学研究費助成事業－科研費－申請状況について

西田理事から資料により報告があり，申請率が向上したことへの謝辞があった。

なお，今後はさらに申請者数を増やすため，各部局に特段の協力要請があった。

（５）平成２６年度学年暦について

本橋理事から資料により報告があった。

（６）平成２５年度大学入試センター試験の実施について
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本橋理事から資料により，平成２５年１月１９日，２０日両日実施される大学

入試センター試験について説明があった。

学長から，試験実施に際し全学への協力依頼があった。

（７）平成２５年度秋田大学個別学力検査の実施について

本橋理事から資料により，平成２５年２月２５日，２６日の両日実施される前

期日程試験及び３月１２日に実施される後期日程試験について説明があった。

学長から，試験実施に際し全学への協力依頼があった。

（８）チュラロンコン大学（タイ）との大学間交流協定締結について

榎本副学長から資料により，学長が１１月２８日にタイ王国のチュラロンコン

大学にて大学間交流協定を締結した旨の報告があった。

学長から，同大学学長から，ダブルディグリーの実施について要望があったこ

とを受けて，本学として初のダブルディグリー（大学院）を実施したい旨の意向

が示された。また，実施母体を大学院工学資源学研究科としたいこと，同大学と

の実施大学院（研究科）を本年度内に決めてもらいたい旨，小川工学資源学研究

科長に依頼があった。

（９）湯沢市と国立大学法人秋田大学との連携に関する協定締結について

中田副学長から資料により，湯沢市との連携に関する協定を１１月２０日に締

結したことの報告があった。

（10）第３９回北東北国立３大学連携推進会議連携協議会について

熊田理事から資料により，１１月３０日開催した同協議会について報告があっ

た。また，東日本大震災後の３大学における危機管理体制の構築に関して，災害

発生時における具体的な検討を進めることを協議したほか，国立大学のミッショ

ンの再定義についての情報交換を行った旨の発言があった。

学長から，この他に補足として，先日開催された秋田県内３大学長懇談会（秋

田大学，秋田県立大学，国際教養大学）において今後３大学の理事による懇談会

を行うこととしたので，教養教育における連携（センター）構想を構築するため

の検討を行うよう熊田理事，本橋理事に依頼があった。

（11）本学に関する記事について

学長から資料により，本学工学資源学部の歴史と現在，将来的な魅力等を紹介

された記事について紹介があった。

（12）東京サテライト月間業務報告について

学長から資料により報告があった。

４．その他

学長から，１１月３０日開催の臨時教育研究評議会において諭旨退職の懲戒とす

ることを決定した医学系研究科教授に対して，同日，同人に懲戒書及び懲戒説明書
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を交付したことの報告と，その後，同人から１２月６日付けで辞職したい旨の辞職

願の提出があったため，同日付けの辞職を承認したことの報告があった。

また，今回の事案のうち，機器購入関係については，その仕様策定委員及び技術

審査に携わった職員，並びに動物実験用機器を使用し動物実験を行った職員に対し

て，１２月６日付けで厳重注意等の処分を行ったことの報告があった。

その後，大学として再発防止を図るための必要な措置を講じること等について説

明があり，明日１３日の午後に記者会見を行い，大学の管理監督責任者である学長

として本事案に係る一連の説明を行うことの発言があった。

○ 次回教育研究評議会は，平成２５年１月９日（水）１３時３０分から開催するこ

ととした。

以 上


